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不破清子（旧姓村山）はこの神戸教会で、おそらく 1876（明治 9）年 4 月に洗礼を受け




















































































年 6 月に卒業予定であった 1 回生は、一連の教育改革の中で採用された吉田作彌の哲学の
授業に深い感銘を受け、6月に完結できなかった授業を続けてもらいたいと願いでて認めら
れ、卒業式は半年延期されて 12月 22日に行われたのであった。31 
こうして 20歳を目前にした清子は神戸ホーム／英和女学校での 7年の学びを終え、他の
11 人と共に第 1 回卒業生となった。清子は穏やかな性格で、第 1 回卒業生の中でももっと















































































































こうして 16 歳から 21 歳の 5 年間を英和女学校で学んだ雪子は、7 人の第 4 回卒業生の
うちの一人として 1886（明治 19）年 7月、女学校を後にした。56 
③卒業、新潟を経由して前橋へ 
 『共愛学園百年史 上巻』によると、雪子は卒業後、新潟県高田市にある高田信愛女学










して 1864（元治元）年 12 月 7 日江戸に生まれた。一時浜松に移り、後上京して原女学校
に学び、1877（明治 10）年東京銀座教会でタムソンから受洗、後笹尾精憲に嫁いで 20 代
の若妻時代を前橋で過ごしている。夫精憲も 88（同 21）年同教会で奥野昌綱から受洗した
クリスチャンであった」。59 






なぜ、この時期に原は女学校を開設したのか。その背景には A6 番女学校の閉校がある。 














































  但し米国婦人トルースを官許の上雇入英語教師とす。 
 教則  
  下級生徒 綴書 読本 会話 地理書初歩 
       窮理書初歩 文典 算術 
  上級生徒 地理書 窮理書 修身学 歴史 









先である。手記の内容は A6 番女学校の様子も混在しているので、明治 7 年から 13年頃の
アメリカ長老派教会宣教師が運営する女学校の様子として読んでよいだろう80。原は日本人
経営ということにこだわったので、かめの経験がそのまま原女学校にあてはまるわけでは
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